
                                                           

                                 

  

常に周囲の安全に気を配り、危険を予測して身を守る 

「かけがえのない命」大切にできていますか？ 

「かけがえのない」とは、「かわりになるものがない・何よりも大切である・絶対に失いたくない」 

ということを意味する表現です。 

先日、敦賀市の中学生が、信号機のない横断歩道上で車にはねられ、頭を強く打つなどして、 

意識不明の重体になるという痛ましい事故が発生しました。指導部だより第 15 号では、自分自身

が交通ルールやマナーを守っていたとしても、重大な事故に巻き込まれる可能性があることをお

伝えしましたが、今回の事故も例外ではなかったようです。危険を予測した安全行動をとり、自分

で身を守ることが大切であることは、機会あるごとに伝えていますが、今回の事故を、自分にも起こ

りうる事故だと受け止め、下記の安全行動について再度確認してください。 

 

 

命を守る安全行動について再確認しよう 

自分ができているところにチェックを入れ、できている項目は今後も続けて 

いきましょう。 

□ 自転車は、横断歩道を降りて引く。 

（横断歩道の外であれば、安全を確保しながらスロースピードで乗車してもよい。） 

□ 横断歩道や交差点を渡る前には、青信号であっても「一旦止まる」「左右をよく見る」 

「車が止まっている（車がいない）ことを確認する」（車や自転車、人が急に出てきても対応でき

るようにするため。） 

□ 横断歩道や交差点を渡り終えるまで「車等が向かってこないか」確認しながら渡る。 

□ 自転車はスロースピード（すぐ止まれる速さ）で横断歩道や交差点を渡る。 

□ 道路を横断する際は、運転手と目を合わせる。（目が合わない、または合っているか分からない

場合は、車が動くかもしれないと危険予測をし、車の動向に注意する。） 

□ 横断歩道を渡るときは、手を挙げて横断したいことを運転手に伝える。 

□ 夕方以降に自転車に乗るときは、明るくてもライトをつける。（自転車がいることを車の運転手

に伝える。） 

□ 交差点では、車や自転車、人が出てくると常に予測する。（危険予測） 

□ 改正道路交通法により、自転車乗車時にはヘルメット着用の努力義務があることをふまえ、 

自転車に乗車する時は、登下校に限らず常にヘルメットを着用する。 

 

 

【お家の方へ】 裏面に、１１月２９日（水）の福井新聞の記事がありますので、ご一読ください。 

指導部だより 
武生第五中学校 R５．12．11 

 第 18 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


